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《南部ブロック社会教育活動事業　報告》
冬の芦田川　バードウォッチング　２００９
　１月３１日（土），海風が強く，とても寒い中「冬の芦田川バードウォッチング」を行いました。５０人の参加者は日本鳥類保護連盟会員の講師３人の引率で，芦田川河口付近および竹ヶ端運動公園内を３グループに分かれて観察しました。
　水上スポーツセンター前にはカワウ。また，鳥類ではありませんが，ヌートリアの姿を発見！巣も確認しました。河口堰に向かって歩いていくとカイツブリやカモ・サギの仲間に出会いました。この辺りではホシハジロ（海ガモの仲間）が一番多いそうです。冬は日本で過ごし，春になるとシベリアへ渡る冬鳥です。６～７年前には６００羽ぐらいだったのが，年々数が少なくなってきているそうです。
　上空を見上げるとミサゴ（タカの仲間）がいました。高いところからえさを見つけると水中にダイビングして，魚を捕らえるのだそうです。参加者は持ってきた双眼鏡を覗きながら，講師の説明に熱心に耳を傾けていました。鳥のいるポイントでは講師が望遠鏡を据えて交代で覗くのですが，鳥が移動してしまったり，なかなか見えなかったりしました。はっきり，きれいに見えた時は感動です。今年もミコアイサ（通称パンダガモ）が確認できました。オスは白地に目の周りが黒くパンだのようで人気者です。

　河口堰の手前からは運動公園内に入り，里の鳥を探しました。ハクセキレイやジョウビタキ・メジロなどの鳥を見ることができました。最後にスタート地点へ戻って，みんなで鳥合わせをしました。１月に入ってから芦田川の野鳥の数が少ないようでしたが，２４種類の鳥が確認できました。昨年は３３種類でしたので，少なくなっているようです。また，講師からはこの時期に巣箱をつけると巣作りをすること，鳥の入る穴はシジュウカラなら２８ｍｍ，スズメなら３０ｍｍにすると入ることなどを教えていただきました。
　毎年，多くの野鳥が来るような芦田川に，自然環境や生物についてみなさんに関心を持ってもらうよう，これからも取り組んでいきます。

　　　　
南部こんなんやるＤay
南部ブロック管内の講座のご案内です。

みなさま　どうぞ　ご参加ください。

熊野コミュニティ館　℡９５９－０９４３
　（電話は瀬戸コミュニティセンターへ転送されます）
☆ヨガでリフレッシュ
と　き　３月１１日（水）１３：３０～

講　師　金光　亜紀さん
足に痛みのある方も，イスに座ってできるので大丈夫。よく眠れること間違いなし！！
からだを動かしてリフレッシュしましょう。


鞆コミュニティセンター　℡９８２－１８８２
　（電話は山手コミュニティセンターへ転送されます）
　　☆陽だまりいい鞆（高齢者交流事業）
と　き　毎月第２水曜日１０：００～
　　内　容　高齢者の交流を目的に開催しています。
　　　　　　小物づくり・健康料理・保育所の子どもたちとの交流・血圧測定・健康体操　など

　　申込・問合せ　鞆コミュニティセンター

＊＊＊いくつになっても自分らしく輝いて＊＊＊
気軽に立ち寄ってみてください。みんなで待ってます！！


高島公民館　℡９５６－０２１９
☆たじり杏まつり
うららかな春の瀬戸内海を見下ろしながら，約３０００本の杏の小道を散策できます。

　杏船に乗って海からの眺めもお楽しみください。

と　き　３月２９日（日）１０：００～
　　　　※雨天決行

　　ところ　田尻町一円
　　受　付　ＪＡ田尻支店

　　　　　　マップ・イベント案内・スタンプラリー用紙を配布

　　駐車場　高島小学校グラウンド

· 杏の丘コンサート（１１：００～）
· 田尻民俗資料館　入館無料

· 高島小学校児童作品展　　など


ボーノさんのささやき
これまで配偶者や恋人などパートナーからの暴力は「プライベートな問題」ということで見過ごされることが多かったのですが，「ＤＶ」という言葉で広く社会の問題として取り上げられ，「人権侵害」と認識されるようになりました。

ＤＶとはドメスティックバイオレンスの略です。配偶者や恋人など親密な関係にあるパートナーからの暴力のことで，被害者の多くは女性です。女性への暴力を生み出す根底には，女性に対する差別意識，「男は仕事，女は家庭」といった固定的性別役割分担意識が，社会の中にいまだ多く根付いていることが原因の一つといわれています。

ＤＶは被害を受けている人だけの問題ではなく，私たち自身の問題であり，男女平等を進めていくために解決しなければならない問題です。ＤＶのない関係を築くためには，社会の中にある男女の格差や固定的性別役割分担意識を解消していくことが必要です。

一人ひとりがパートナーシップ，友達関係，親子関係など自分の周りにある関係の中で，お互いを大切にし尊重し合える関係を築いていくことがＤＶ問題の解決につながるのではないでしょうか。































